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総事業費 千円

配置（予定）人員 人
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年間運営費

Ⅰ

対象等（何を、誰を）

市民や各団体

（※対象件数

根拠法令・要綱等 伊賀市における部落差別をはじめとするあらゆる差別の撤廃に関する条例　第６条

千円

２次評価対象分

行革大綱の重点事項番号

事業種別 継続 単独 事業類型

1

○人権フェスティバル「ひゅーまんフェスタ」の実施 これまでの講演会形式の啓発イベントより、市民参画型
へのイベントに移行し、市民が自主的に参加しやすい企
画を取り入れた。H19・20年度はメディアを使い若年層の
参加を促進したが、今後はさまざまな人権に関わる団体
からの発信をより多くの市民に伝える機会の提供と捉え
ていく。塗り絵や着ぐるみの活用などより、家族ぐるみで
の参加を促したり、地域への人権啓発手法の紹介の機会
として広めていく。
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平成１９年度 決算内容

市民が人権問題に関心を持ち、自ら進んで楽しく学ぶ機会をつく
ることで、人権問題に対するマイナスイメージの払拭が図れ、家
庭や地域へ還流できる人材として育成できる。また、地域での自
発的な人権学習への意欲が高まる。

(千円)
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人権啓発費

人権啓発推進費

人権フェスティバル開催経費

大橋　久和 連絡先
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効率性

4

3

人権フェスティバル参加者数

評価項目 ポイント 評価項目についてのコメント
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事業の成果を測る指標
成果（どうなるのか）

評価者
氏　名 (内線)
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総合評価 事業の方向性

謝礼

その他

講演委託料

事業費計(A)

人件費（Ｂ）

多くの市民に広く人権について考える場を提供し、人権尊重に向けた社会意識の醸成に努めることは必要である。

市内の人権・環境・福祉・多文化共生等に取り組んでいる団体の啓発ブースの出展、取り組みの発表等、市民参画型の
イベントを開催することで、人権関係団体の発信の場を提供するとともに、参加した市民が気軽に人権を学ぶ機会として
参加することができる。

さまざまな啓発ブースの取り組みを見学したり、実際に体験するなかから、差別解消等に向けた活動を認識し、参加者自
らが、さまざまな人権問題に対する気づきを深めることができた。

H19・20年度は、若年層の参加を促進するためFM三重を活用し、事業の周知と定着化を図った。21年度からは、人権に
関わった団体の自主的な取り組みの発表の機会として、効果的な運営を行い、啓発効果を低下させることなくコスト低減
を図ることができる。
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Ａ 現状維持
今後はさらに参画団体の自主的・主体的な活動を促進し、一定期間、行政主導で定着化させた後は、実行
委員会方式への移行等も検討したい。
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